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1　 は じめ に

　 オース トラリアの先住民のアー トを総称 して 「アボ リジナルアー ト」 という言い方

が定着 している。 この アボ リジナルアー トというコンセプ トは,こ こ20年 あ ま りの問

に定着 した。特 に,最 近10年 ほ どの間 にオース トラリア国外で もアボ リジナルアー ト

とい うものが知 られ るようになってい る。

　 「アボ リジナルアー ト」 というの は,オ ース トラリアの先住民アー トを美術 として

捉 えた場合のコ ンセ プ トであるが,オ ース トラリアで先住民のアー トを美術 として見

るようになったのは,1970年 代 以降の ことである。その きっかけ となったのが,中 央

砂漠地帯 における,俗 に 「ドッ トペ インテ ィング」 と呼 ばれ るア クリル絵画の誕生 で
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あ る。すなわち,1971年 に アリススプ リングス北西にあるアボ リジニーのコ ミュニテ

ィ,パ プ ンヤ(Papunya)・ セ トルメ ントの小学校 に赴任 した自人教師ジェフリー ・バ

ー ドン(Geoffrey　 Bardon ,1940-)が,ア ボ リジニーの子供た ちが地面に描 いた紋様に

関心 を持 ったことか ら,同 セ トルメン トのアボリジニーの長老たちが校 舎の壁 に,こ

の地域の聖地 にまつわ る神話 「蜜蟻 の ドリー ミング」(Honeyant　 Dreaming)を 物 語 る

図柄 を描 く運 びとなったのであ る。バー ドンの音頭 でパプ ンヤの長老たちによってキ

ャンバスにアクリル絵 の具で父祖伝来の創世神話が描 かれ るようにな り,長 老の一人

の作 品がア リススプ リングスの絵画 コンクールで白人画家の作品 と並んで…等賞 を受

賞 したのを きっかけに,バ ー ドンはパプ ンヤの アボ リジナル絵画をア リススプリング

スで展覧,販 売 を始め,さ らに翌1972年 に はパ フ.ンヤに絵画制作の工房 「パ プンヤ ・

トゥラ」(Papunya　 Tula)を 設 立 した。

　 70年 代後 半までに,ア ボリジニーの コミュニテ ィにおけるアー ト制作 は中央砂漠地

帯お よび大 陸北部に も波 及 した。大陸北部 のアボ リジニーの コ ミュニテ ィで は,今 世

紀初頭か ら文化人類学者 たちが儀礼や神 話の研究資料 として,洞 窟や岩壁 に残 された

ロックアー ト同様の図柄を描いた樹皮画の制作 をアボ リジニーに依頼 し収集 していた。

その後 ミッションの宣教 師たちによって樹皮画制作が奨励 され,そ うした樹皮画は主

に都 市の美術館や収集家に買い取 られた。1973年 にオース トラリア政府 の芸術活動助

成機i関,オ ー ス トラリア ・カウ ンシル(the　 Australia　Council)が 設 立 されてか らは,

政 府の助 成によるアー トア ドバ イザーが派遣 され るようにな り,大 陸中央部のア クリ

ル画 と共に樹皮画 も現代 美術の文脈で展 覧 流通 されるようになったのであ る。

　以来20年 余の歳月を経 て,現 在 オース トラリアにおいてアボ リジニーのアー トは,

単 に先住民 アー トの一一言で片づ けることのできない,オ ース トラリア社 会に対する大

きな影響 力を持 った存在 となっている。なぜ今その ようなことになっているのか。オ

ー ス トラリアの絵画史を遡 り,そ こに現 れたオー ス トラ リア人のセ ンテ ィメン トを探

ってゆ くと現在の状況へ の伏線 を見いだす ことがで きる。

　　「オース トラリア絵画史」 とい うものは,オ ー ス トラ リアの外ではあま り話題にな

らないが,実 はオー ス トラ リアにおいて も 「オー ス トラ リア絵画史」 という認識はそ

う 占い もので はな い。1962年 に,オ ース トラ リア の美術 史家 バー ナ ー ド ・ス ミス

(Bernard　Smith.1916-)に よ って書 かれたオース トラリアの絵 画史 をまとめた本が出

版 された。 この本 によって,1788年 か ら1960年 までのオース トラリアの絵画の発展変

容の流れが体系的 にまとめ られた。1788年 というのは言 うまで もな く,オ ース トラリ

アに英国植民地が開かれた年であ る。 この本の改訂版が1971年 と1991年 に 出てお り,
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91年 版(Smith　 and　Smith　 1991)に1ま 新 しくアボ リジナル絵画の章が もうけられた。

　 「オース トラリア絵画」 と言 うと,一 般 のコンセ ンサスでは,オ ース トラリア大 陸

に英国人がやって来て植民 地を建設 した頃か ら始 まる と考えられている。 これは もち

ろん,西 洋の人びとの視点か ら世界の歴 史を記 して きた伝統の うえにある。ゆえに当

然の ことなが らオース トラ リア絵画史に登場す る絵画は,英 国や ヨーロ ッパか らやっ

て来た人び と,す なわちいわゆる白人に よって描かれた ものばか りであった。

　植民地開設か ら最初の100年 間 に描かれたオース トラリア絵 画を見る と,白 人画家の

目に映ったオース トラリアの風 景が,見 慣れぬ異郷か ら故郷の イメージへ と変化 して

ゆ く過程 を見て とることがで きる。そのあ との100年 間 においてオース トラ リア絵画

は,オ ース トラリア社会の変容や国際美術の潮流 と歩みを共 にしなが ら,オ ース トラ

リア独 自の主題や表現様式 の模索 を行なって きた。

　本稿は,1970年 代 以降先住民 アボ リジニーのアー トを美術 として受 け入れるに至 っ

た オース トラリア絵画の歴 史的流れ を,オ ー ス トラリア絵画 史のマイルス トー ンとし

て位置づけ られている画家 たちに注 目しなが らごく大まか に振 り返 り,続 いてアボリ

ジナルアー トの登場が 「オース トラリア絵 画」 とい うコンセプ トの枠組みに 与えた影

響について述べ るものである。

2　 内陸風景イメージの形成 と変遷

2.1　 「異 郷」 か ら 「故 郷」 へ

　植民地時代の オース トラリアで描 かれた最初の絵 画は,英 国海軍の製図工 たちが現

在の シ ドニー周辺にあたる大陸東岸地域の植生や地勢 を水彩 のスケ ッチに記録 したも

のだが,な かで も 「ポー トジャクソンの画家」(the　Port　Jackson　Painter)と 便 宜h呼 ば

れ る無名の入物 によるスケッチが よ く知 られ る。1788年,流 刑囚約800人 を載せた帆

船11隻 が現在の シ ドニー港 にあたるポー トジャ クソンに到着。 この 「最 初の船団」

(First　Fleet)に 乗 務 していた 「ポー トジャクソンの画家」は,動 植物の細密 なスケッ

チのほか,ア ボリジニーの生活 を描写 した ものを残 している。 こういったスケ ッチ は,

ナ チュラルヒス トリーの記録資料 として描かれ,英 本国の ロイヤルソサエテ ィに送 ら

れたD。

　その後,流 刑囚の中には紙幣偽造の罪で服役する本職の画家 もお り,そ の一一人 トー
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マ ス ・ワ トリング(Thomas　 Watling,1762-?)は,ユ792年 か ら4年 間の服 役中,植 民

地の役人の依頼 を受けて風景画 を描いている。 ワ トリングの油彩画 「シ ドニー湾真北

の眺望」(ADirect　 North　View　of　Sydney　Cove,1794)は 植 民地 初期の シ ドニ ーの集 落

を入 り江 の対岸 に臨んで描 いたもので,画 面の片隅には木陰で焚 き火を囲む数人のア

ボ リジニーの姿がある。 ワ トリングの絵 は,記 録画 というよ りは絵 画 として鑑賞に耐

えるべ く構図や色彩 に工夫 を凝 らして描かれた ものであ る。 この作 品の下絵 となった

スケ ッチ と比べる と,油 彩の方には架空の木が加 え られてお り,そ れはポー トジャク

ソンの画家のスケ ッチ に しば しば見 られるユー カリの木ではな く,旧 世界の美意識 と

常識 で描かれた文字 どお り架空の樹木 なのである。

　 シ ドニーの西に連 なる山脈ブルーマ ウンテ ンズが1815年 に踏破 された後は,内 陸部

への牧羊開拓 が拡大 し,大 陸本土 と同時 にタスマニアの開拓 も進め られた。1820年 代

以降 は自由入植者の増加が計画的に行 なわれ,英 本国か ら気候の温暖なオース トラリ

アに移住する中流層の人び との中には芸術家 も含 まれていた。画家 ジョン ・グロー ヴ

ァー(John　 Glover,1767-1849)も 余 生 を過 ごす ため1830年 代 に英国か らタスマニアに

渡 り,家 族で農場 を営むかたわ ら,タ スマニアのの どかな風景 を描いた。 グロー ヴァ

ーは ,オ ース トラリア絵画 史において重要 な位置づけを与 えられている画家の一人で

ある。すなわち,オ ース トラリアの風景 に特徴的なユーカリの木 をよく観察 し,忠 実

に描 写 したと評価 されている。 ところでグロー ヴァーは しば しば風景の 中に,平 和 に

暮 らすアボリジニーの部族の姿 を描 いている。 しか し,現 実には当時 タスマニアでは

既 にアボ リジニーの強制隔離計画 「ブラ ックライン」(Black　 Line)が 進 め られていた

のである2)。

　牧羊が植民地の成長 を支 えたのに加 えて,1850年 代 の ゴール ドラ ッシュに より植民

地社会 は飛躍的な発展 をみる。 この頃英本国や ヨーロッパか らオー ス トラリアに渡 っ

た旧 世界出身の画家 たちは,植 民地社会における芸術の普及に大 き く貢献 した。 旧世

界出身の画家たちは,オ ース トラ リアの原初 的な大 自然に魅了 されて荘 厳な風景画 を

描いた。 この時期の オース トラ リア絵画を代表す る画家 として,ウ ィー ンの宮廷画家

を父 とす るユ ージ ン ・フォ ン=ゲ ラー ド(Eugene　 von　Guerard,1811-1901)の 名 が挙

げ られ よう。 フォン=ゲ ラー ドが1861年 に描 いたブルーマ ウンテ ンズの景観 には,広

大な山脈 と渓谷の中に小 さな点景 としてアボリジニーの姿がある。 しか しその頃か ら,

オ ース トラリアの風景画か らアボ リジニーは次第に姿 を消 してゆ くのである。それは

もちろん,植 民地の拡大 と共 にアボ リジニーが駆逐 されていった過程 と並行するので

あるが。
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図1 Louis Buverot born Switzerland 1814, arrived Australia 1865, died 1888 

Winter morning near Heidelberg 1866, oil on canvas  76  2  X  118.2 cm Purchased, 1869 

National Gallery of Victoria, Melbourne, Australia

　フ ォン=ゲ ラー ドと同時代の画家で,「オース トラリア風景画の父」と称 されるルイ・

ブヴェロ(Louls　 Buverot,1814-1888)は,1865年 に メルボル ンに移住 したスイス出身

の画家であ る。ブヴェロは戸外で風景画 を描 くことをオース トラリアで広め,フ ラン

スのバ ルビゾン派の画家 たちがパ リ郊外のあ りふれた田園風景 を描いたように,メ ル

ボル ン郊外でユーカ リの木のある典型的 な牧場風景 を描いた(図1)。 ブ ヴェロはオー

ス トラ リアの 日差 しを巧み に表現 した点 を評価 されているが,ブ ヴェロの描いた牧歌

的な風景 にアボ リジニーの姿は見えない。

　 フォン=ゲ ラー ドやブヴェロの次の世代の画家た ちの中か ら,オ ース トラリアの人

びとに時代 を越えて親 しまれて きた,後 に 「ハイデルバーグ派」(the　Heidelberg　School)

と称 されるようになる画家 たちが現 れた。なかで も代表的なのが,フ レデ リック ・マ

カビン　(Frederlck　McCubbin,1855-1917),ト ム ・ロバー ツ(Tom　 Roberts,1856-1931),

アー サ ー ・ス トリー トン(Arthur　 Streeton,1867-1943)の3人 である。この3人 に よ

って描 かれたオース トラ リア風景のイメー ジが,白 人オース トラリア人の愛 国心 にう

ったえ ノス タルジアを誘 う,い わば故郷の風景の理念型 として定着するこ とになるの

であ る。
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図2 Tom Roberts born Great Britain 1856, arrived Australia  1869, died 1931 

Shearing the rams 1890, oil on canvas on composition board  122.4  x  183  3 cm, Felton 

Bequest, 1932 

National Gallery of Victoria, Merbourne, Australia

　 マ カビンはユー カリの原生林 の描写 を得 意 とし,ユ ーカ リの林 を舞台に開拓者の生

活の悲哀を描 いた。 この画家たちの時代には,既 に開拓時代 は 昔 前のこ とであ り,

マ カビンは ノス タル ジアをこめて描いたのである。 ロバーツは牧童の労働 を讃 えて描

い た作 品をい くつ か残 しているが,な か で も大作 「羊の毛刈 り」(Shearing　 the　rams,

1889)は,オ ース トラリアで最 も有名 な絵 と言 ってよいだろう(図2)。 ロバ ーツは牧

童の労働を 「高貴かつ尊敬 に値す る主題」 とし,こ の絵 を通 して 「力強 く雄 々しい労

働の意義 と精神」の描写 をこころみたのであ る(Clark　 1985:132)。 一方 ス トリー トン

は,抜 けるような青い空 と,強 い 日差 しに照 らされた黄金色の草原の描写 を得意 とし

た。

　 ハ イデルバー グ派の画家 たちが描いた風 景は,オ ース トラリア英語で 「ブッシュ」

(bush)と い う言葉に凝縮 される,ユ ー カリの林 や原野,牧 場の イメージであ る。マ

カビン,ロ バー ツ,ス トリー トンの3人 が新進の画家 として台頭 したのは,ち ょうど

植民 地開設か ら100年 を経た頃であ る。3人 の うちマ カビンとス トリー トンはオース

トラリアで生 まれている。 ロバー ツも少年時代に母親 と共 に英国か ら移住 し,オ ース

32



田村 　オース トラリア絵 画史の文脈 における先住民 アー ト

図3 Arhur Streeton 1867-1943 Australia 

 The land of golden  fleece 1926, oil on canvas, 49.8  X 75.4 cm, Bequeathed by W. C. C. Cain, 

1950 

National Gallery of Melbourne, Australia

トラリアで育った。 当時,植 民地オー ス トラリアでは建国100周 年 を祝 う雰囲気 と共

に,独 立国家の形成を望む声 も強まっていた。英本国 とは異 なるアイデ ンテ ィテ ィを

求める心理 は,当 時の文学 にも反映されている。いわゆるブ ッシュを舞台 とす る小説

や散文詩が数多 く書 かれ,こ の時代 はヘ ンリー一一一・・ローソ ン(Henry　 Lawson,1867-1922)

とい う国民的作家 ・詩 人を生み出 した。 この頃まで に,既 にオー ス トラリアの人口は

シ ドニーや メルボル ンなど臨海部の都市 に集中 していたが,オ ー ス トラリア人の心の

ふ るさとのイメージ として,内 陸のブ ッシュのイメー ジが定着 したのである。

　 1901年 の連邦国家結成後,ブ ッシュのイメージは軍国ナシ ョナリズム と結 びついた。

また,英 本国 に対する文化的 コンプ レックスの裏返 しとして,ブ ッシュで育 まれた純

粋素朴 で健康的な国民性 を誇 るプロパガンダがマ スメデ ィアによって喧伝 され,階 級

社会の英 国 と対比 させ て,自 由 と平 等を貫 く国家 としてのプライ ドが うたわれたので

あ る。 しか し,オ ース トラリアのナシ ョナ リズムが 白豪主義 と不可分であったことを

思い出せ ば,こ うした主張が国家的 自己欺瞞 であった ことは言 うまで もない。

　今世紀 初頭の絵画を見ると,当 時の国粋主義 ムー ドを反映 してス トリー トンはオー
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